
愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2022.7 2022.7

89

『
動
議
可
決
の
受
け
止
め

方
』
今
回
議
員
発
議
に

よ
り
３
年
産
米
の
縁
故
米
を
除
く
、

出
荷
米
１
俵
当
た
り
千
円
を
農
業

者
に
支
援
す
る
予
算
３
千
９
０
０

万
円
の
修
正
増
額
予
算
が
提
出
さ

れ
、
総
額
２
億
７
千
８
３
８
万
４

千
円
の
補
正
予
算
が
９
対
４
の
大

多
数
で
可
決
さ
れ
た
の
は
周
知
の

と
お
り
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
の

受
け
止
め
方
は
。

今
回
の
議
員
発
議
の
一
番

の
原
因
は
、一
つ
の
問
題・

争
点
に
対
し
て
も
、
町
長
と
議
会

と
で
十
分
な
論
議
を
せ
ず
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
足
ら
な
か
っ

た
か
ら
起
こ
っ
た
と
私
は
感
じ
て

い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
し
っ
か
り
と
互

い
に
政
策
論
争
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
共
有
し
理
解
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。

議
員
す
な
わ
ち
町
民
の
声

を
、
予
算
化
へ
結
び
つ
け

る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
で
な
い

か
。

農
業
施
策
に
対
す
る
修
正

動
議
可
決
に
関
わ
っ
て
、

今
後
農
政
に
対
す
る
考
え
に
変
化

は
な
い
か
。

一
般
質
問
で
の
答
弁
や
請

願
の
採
択
、
意
見
書
可
決

に
関
し
て
そ
の
後
の
進
捗
検
証
す

る
組
織
・
シ
ス
テ
ム
は
庁
内
に
あ

る
か
。

発
議
に
至
っ
た
要
因
分
析

は
。

　

各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や

意
志
の
も
と
、
賛
否
の
判
断
を
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
修
正
動
議
は
、

地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表
制

の
も
と
、
議
会
に
与
え
ら
れ
て
い

る
権
限
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
予
算
案
の
調
整
権
を

専
属
的
に
持
つ
の
は
首
長
で
あ
る

と
の
前
提
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
財

源
の
裏
付
け
や
事
業
執
行
体
制
の

構
築
・
準
備
、
過
去
か
ら
の
取
り

組
み
や
他
施
策
と
の
整
合
性
、
そ

し
て
何
よ
り
事
業
効
果
を
十
分
吟

味
し
て
予
算
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
背
景
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
議
会
が
専
ら
予
算
案
を

　

農
地
が
多
面
的
な
機
能
を
持
つ

こ
と
や
、
農
業
継
続
が
い
か
に
大

変
で
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
論
を
待
た
な
い
。
そ
の
持
続

の
た
め
に
と
、
農
家
へ
の
緊
急
支

援
予
算
が
議
決
さ
れ
た
点
も
理
解

し
て
い
る
。

　

今
回
の
動
議
は
、
議
会
と
町
の

農
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
が

端
緒
で
あ
っ
た
が
、
農
業
者
に
寄

り
添
い
生
産
意
欲
を
喚
起
し
よ
う

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
私

も
常
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
、

議
員
の
皆
さ
ん
に
臨
ん
で
い
る
。

　

政
策
推
進
会
議
で
議
論
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
予
算
化
を
含
め

た
検
討
を
関
係
各
課
に
指
示
し
て

い
る
。

　

現
実
的
な
地
域
と
日
本
の
農
業

強
化
の
あ
り
方
を
希
求
す
る
こ
と

が
大
切
と
感
じ
て
い
る
。一
方
で
、

農
地
・
農
業
が
持
つ
多
面
的
な
働

き
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
地
域
の
農
地
や
農
村

を
守
る
農
家
が
、
心
地
よ
く
農
業

を
継
続
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
も
並
行
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
肝
要
だ
。

　

ま
た
基
盤
整
備
事
業
は
、
町
農

業
の
将
来
を
見
据
え
た
長
期
的
事

業
な
の
で
、
今
年
度
か
ら
担
当

課
の
職
員
体
制
の
充
実
・
強
化
も

図
っ
た
。

　

担
い
手
の
確
保
や
規
模
の
拡

大
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
効
率

化
や
環
境
こ
だ
わ
り
や
地
力
増
進

作
物
、
有
機
農
業
、
耕
畜
連
携
な

ど
関
係
機
関
や
地
域
の
農
業
者

と
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

組
織
や
シ
ス
テ
ム
は
、
特
段
設

け
て
い
な
い
。
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米
価
下
落
支
援
の

補
正
予
算
案
修
正
動
議
に

関
連
し
て

議員発議の動議可決にかかる
要因分析は

Q

令和 4 年度補正予算案の
修正動議発議に関連して

アプローチの違いがあったが、目指す
ところは同じ
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令和3年産米保管状況
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提
出
し
、
自
ら
議
決
す
る
事
が
常

と
な
れ
ば
、
社
会
と
し
て
好
ま
し

い
と
は
表
現
し
に
く
い
事
態
を
招

く
よ
う
に
な
る
の
は
、
だ
れ
で
も

容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　

議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
が

意
志
を
示
さ
れ
る
こ
と
に
、
ま
っ

た
く
異
存
は
な
い
。
た
だ
、
副
議

長
か
ら
の
質
問
な
の
で
、
議
会
、

議
事
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
ど
う

で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
今
般
の

動
議
に
関
す
る
一
連
の
議
事
は
残

念
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

と
す
る
点
で
、
目
指
す
と
こ
ろ
は

同
じ
と
認
識
し
て
い
る
。

町職員の給与と定数
管理について

具
体
的
な
公
表
方
法
と

　
　
　
　
　
そ
の
内
容
は

自
治
会・町
内
会
の

現
状
と
存
続
対
策

町
の
条
例
第
７
条
に
は

「
公
表
の
方
法
」
と
し
て
、

広
報
紙
の
他
に
、
役
場
で
の
閲
覧

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
公
表
さ
れ
て
い

る
の
か
。

特
別
職
（
町
長
・
副
町

長
）
の
退
職
手
当
額
・
計

算
式
と
広
報
紙
に
掲
載
し
て
い
な

い
（
日
野
町
は
町
長
・
副
町
長
の

退
職
金
を
公
表
）
理
由
と
、
退
職

金
を
支
給
さ
れ
た
思
い
は
。

自
治
会
存
続
の
た
め
に
実

施
し
た
施
策
と
効
果
を
伺

う
。

自
治
会
数
、
加
入
世
帯
、

高
齢
化
率
、
自
治
会
未
組

織
地
域
数
に
つ
い
て
伺
う
。

自
治
会
へ
依
頼
し
て
い
る

業
務
と
そ
の
理
由
を
伺

う
。

令
和
元
年
４
月
１
日
現
在

の
職
員
一
人
あ
た
り
の
給

与
費
が
（
人
口
と
歳
出
規
模
が
ほ

ぼ
同
じ
で
町
長
の
給
料
が
同
じ
日

野
町
と
比
較
）
高
い
理
由
は
。

日
野
町
同
様
に
公
表
す
べ

き
で
あ
る
が
考
え
方
は
。

　

町
の
条
例
で
広
報
紙
・
役
場
で

の
閲
覧
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
役
場
で
の
閲

覧
可
能
な
書
類
が
無
か
っ
た
。
早

急
に
対
応
す
る
。

　

確
認
し
直
し
た
ら
、
計
算
に
誤

り
が
あ
り
、
正
し
く
は
給
料
５
億

７
，３
０
７
万
６
千
円
と
手
当
金

額
３
億
４
，９
０
２
万
３
千
円
の

合
計
９
億
２
，２
０
９
万
９
千
円

を
職
員
数
１
７
１
人
で
除
し
た
５

３
９
万
２
千
円
で
あ
り
。
前
年
度

や
次
年
度
、
ま
た
日
野
町
と
比
べ

て
も
、
突
出
し
た
額
で
は
な
ら
ず
、

広
報
紙
に
誤
っ
た
数
値
を
記
載
し

お
詫
び
す
る
。

　

退
職
金
は
任
期
毎
に
支
給
さ
れ

て
お
り
、
報
酬
月
額
74
万
円
×
支

給
率
43
／
１
０
０
×
48
月
＝

１
，５
２
７
万
３
，６
０
０
円
。（
日

野
町
と
同
額
）
副
町
長
は
昨
日
４

月
就
任
後
、
任
期
を
終
え
て
い
な

い
た
め
、
退
職
手
当
の
支
給
は
な

い
。

　

1
期
４
年
間
の
功
績
、
功
労
に

対
し
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
町
長
職
・
首
長
職
を
預
か

り
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
夜
寝
る
時

に「
今
日
も
一
日
な
ん
と
か
終
え

ら
れ
た
」と
い
う
４
年
間
だ
っ
た
。

　

広
報
紙
は
紙
面
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
一
定
の
制
約
が
あ
る
。
公

表
に
あ
た
っ
て
は
、
広
報
紙
の
紙

面
に
追
記
す
る
な
ど
、
情
報
提
供

の
拡
充
を
図
る
。

　

自
治
会
活
動
を
維
持
、
継
続
で

き
る
よ
う
に
、
３
年
度
は
消
毒
液

等
の
感
染
防
止
備
品
や
、
デ
ジ
タ

ル
化
、
屋
外
活
動
等
を
行
な
う
た

め
の
設
備
等
の
整
備
に
対
す
る
補

助
制
度
を
創
設
し
、
自
治
会
の
規

模
に
も
よ
る
が
、
１
自
治
会
あ
た

り
令
和
２
年
度
は
最
大
30
万
円
、

令
和
３
年
度
は
80
万
円
を
補
助
し

た
。

　

地
域
と
行
政
の
顔
が
見
え
る
関

係
を
構
築
す
る
た
め
に
、
令
和
２

年
度
は
各
区
長
宅
を
、
令
和
３
年

度
は
役
員
会
を
訪
問
し
、
直
接
顔

を
合
わ
せ
、
行
政
か
ら
の
報
告
、

自
治
会
の
状
況
な
ど
も
懇
談
し
て

き
た
。

　

行
政
文
書
等
の
配
布
が
毎
月
２

回
、
年
間
24
回
。
各
種
委
員
と
し

て
の
会
議
や
自
治
会
住
民
へ
の

依
頼
。
区
長
・
総
代
会
へ
の
出
席
、

募
金
の
協
力
、
愛
の
一
声
パ
ト
ロ

ー
ル
等
、
年
間
60
回
程
度
あ
る
。

ま
た
、
河
川
愛
護
作
業
や
粗
大
ご

み
回
収
が
あ
り
、
地
域
に
よ
り
異

な
る
が
年
間
３
回
。
合
計
す
る
と

年
間
90
件
程
度
と
な
る
。

　

自
治
会
に
依
頼
し
て
い
る
理
由

は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自

分
た
ち
が
考
え
、
自
分
た
ち
で
つ

く
り
あ
げ
る
」
と
い
う
自
治
意
識

を
基
礎
に
、
自
治
会
と
行
政
と
の

相
互
協
力
関
係
の
も
と
、
身
近
な

公
共
的
活
動
と
し
て
協
働
し
て
い

る
と
考
え
る
。

　

現
在
52
の
自
治
会
が
あ
り
、

・
秦
荘
東
小
学
校
区

　
　

加
入
世
帯
数
１
，２
５
１

高
齢
化
率
31
．60
％　
　

・
秦
荘
西
小
学
校
区

　
　

加
入
世
帯
数
９
１
５
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情報公開の流れに反して、公表する
情報が年々減少しているが

Q

内容は紙面数や構成等を勘案して作成A
森野　隆森野　隆 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

高
齢
化
率
24
．14
％

・
愛
知
川
東
小
学
校
区

　
　
　

加
入
世
帯
数
１
，７
３
４

高
齢
化
率
19
．89
％

・
愛
知
川
小
学
校
区

　
　
　

加
入
世
帯
数
２
，３
６
５

高
齢
化
率
19
．25
％

自
治
会
未
組
織
地
域
は
、
現
在
７

地
域
あ
り
、
世
帯
数
は
15
世
帯
か

ら
49
世
帯
ま
で
あ
る
。


